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ずっと住み続けたいまち、えびな

備蓄食料の目安は３日分以上！
エビレンジャーも準備ＯＫ!!

2013（平成25年）

第1020号

19
号

９月１日は防災の日
災害時の備えを確認しよう！
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「海老名のナシ」で「秋」味わって

「海老名のナシ」で「秋」味わって

防災特集

各種案内

貧困をなくすために私たちができること

フォトピックス

情報

■　クローズアップ！　■
　今月の表紙を飾るのは、市の消防職
員扮する「消防戦隊エビレンジャー」。
トレードマークは額のエビで、市民の
生命・身体・財産を守るため、各種イ
ベントで火災などの予防啓発の寸劇を
披露しています。９月１日は防災の日。
表紙のエビレンジャーのように、家庭
でも災害への備えを見直す機会にして
みませんか。ローリングストック（関
連記事５ページ）も有効な方法です。
なお、市のインターネット放送局では、
エビレンジャー関連の動画を放映（９
月９日配信開始予定）するほか、10月
には、商工フェア（13日）と安全・安
心フェスティバル（27日）に出演予定
です。皆さんぜひ、「エビレンジャー」
を応援してください‼

CONTENTS

P２～３

P４～７

P８～13

P14～15

P16

P17～19

　
き
ょ
う
か
ら
９
月
。
と
は
い
え
、
猛
暑

は
衰
え
を
見
せ
ず
、
涼
し
げ
な
風
を
待
ち

遠
し
く
感
じ
る
日
々
が
ま
だ
続
き
そ
う
で

す
。

　
夏
の
太
陽
を
浴
び
、
た
わ
わ
に
実
る
の

が
秋
の
果
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ナ
シ
」。

今
月
８
日
㈰
に
行
わ
れ
る
「
ナ
シ
の
も
ぎ

取
り
」
に
向
け
、
下
今
泉
四
丁
目
に
あ
る

ナ
シ
畑
で
は
、
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

お
い
し
い
ナ
シ
が
、
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い

ま
す
（
詳
細
は
本
誌
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　
ナ
シ
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
弥
生
時
代

に
は
既
に
食
べ
ら
れ
て
い
て
、
日
本
書
紀

に
も
栽
培
の
記
述
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ナ
シ
の
比
較
的
多
い
水
分
と

食
物
繊
維
が
便
秘
予
防
に
、
カ
リ
ウ
ム
が

高
血
圧
予
防
に
、
ア
ミ
ノ
酸
が
利
尿
作
用

に
そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
ゃ
り
し
ゃ
り
と
し
た
独
特
の
食
感

と
、
み
ず
み
ず
し
い
果
汁
を
味
わ
っ
て
、

「
海
老
名
の
秋
」
を
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

2013（平成25年）

19
広
報
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８
月
30
日
か
ら
、
従
来
の
注
意
報
・

警
報
に
加
え
て
「
特
別
警
報
」
が
発
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

災
害
発
生
の
危
険
性
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
、東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
や
、

平
成
23
年
に
紀
伊
半
島
を
中
心
に
襲
っ

た
台
風
12
号
、
24
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る

か
に
超
え
る
異
常
な
現
象
が
予
想
さ

れ
、
重
大
な
災
害
が
起
こ

る
恐
れ
が
著
し
く
大
き
い

場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
情
報
収
集
や
各
家
庭

の
備
蓄
な
ど
の
備
え
を
十

分
に
行
い
、
あ
ら
か
じ
め

取
る
べ
き
行
動
を
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
「
特
別
警
報
」
が
新
し

く
で
き
た
の
？

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
発
生
時
、
気
象
庁
か
ら
は
大
津

波
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
23
年
の
台
風
12
号
で
も
、

警
報
で
重
大
な
災
害
へ
の
警
戒
を
呼
び

か
け
て
い
た
も
の
の
、
災
害
発
生
の
危

険
性
が
著
し
く
高
い
こ
と
を
有
効
に
伝

え
る
手
段
が
な
く
、
関
係
市
町
村
に
よ

る
適
時
的
確
な
避
難
勧
告
・
指
示
の
発

令
や
、
住
民
の
迅
速
な
自
主
避
難
行
動

な
ど
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
反
省
か
ら
、
災
害
に
対
す

る
危
機
感
を
伝
え
る
た
め
、
気
象
庁
に

よ
り「
特
別
警
報
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
警
報
は
全
部
「
○
○
特
別
警

報
」
と
い
う
名
称
な
の
？

　

大
雨
、
暴
風
、
高
潮
、
波
浪
、
大
雪
、

暴
風
雪
の
６
種
類
を「
○
○
特
別
警
報
」

と
い
う
名
称
で
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

地
震
動
、
津
波
、
噴
火
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
警
報
の
あ
る
レ
ベ
ル
以
上
の
も

の
を
特
別
警
報
に
位
置
付
け
る
た
め
、

名
称
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
例

　
地
震
動
の
場
合
…
緊
急
地
震
速

報
（
警
報
）
の
う
ち
、
震
度
６
弱
以
上

の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
る
も
の
が
特
別
警

報
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
特
別
警
報
」
は
、
地
域
住
民
に
対
し
従
来
の

警
報
な
ど
の
防
災
気
象
情
報
と
同
様
に
、
各
自
治

体
の
情
報
発
信
媒
体
や
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
時
間
を
追
っ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る
気
象
情

報
、
注
意
報
、
警
報
を
活
用
し
、
早
め
の
行
動
を

取
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【お薦めする理由は…】
１）在庫管理しやすい
賞味期限の長い物を購入しても、忘れてしまう事が多く、いざとい
う時に期限が切れていることも。常に在庫を循環させ、鮮度を保ち
ましょう。
２）味見ができる
災害時は心のケアも大切。おいしい食事は心を温かくしてくれます。
３）家族が好きなものを揃えられる
食事の好みは人それぞれ。日頃から好んで食べている物を揃えられ
ます。
４）もしもの時、いつもと同じ安心感を得られる
災害時の緊張状態をほぐすには、いつも食べている好きな物を食べ
ることも効果的です。
５）食料以外にも応用可能
ライフラインが途絶えることも想定し、ガスボンベや電池なども補
充。生活用品にも応用しましょう。

　地震などの災害時に、全国瞬時警報システム「Ｊ-ＡＬＥＲＴ（ジェ
イ・アラート）」で送られる国からの緊急情報を皆さんに確実に伝
えるため、緊急情報伝達手段の試験を行います。
※Ｊ-ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）…地震・津波や武力攻撃な
どの災害時に、国から送られる緊急情報を人工衛星などを活用して
瞬時に情報伝達するシステムのこと。

　市内140カ所に設置している防災行政無線から放送
します。夕方の定時試験放送と同じくらいの音量で、
上記の放送内容を一斉に放送します。

①「これは、試験放送です」×３回
②「こちらは、ぼうさいえびなです」
③防災行政無線チャイム

９月11日㈬11時ごろと 11時30分ごろの
２回実施します

　日常生活の中で使う食材を多めに常備しながら
普段の生活の中でも使用し、もしもの時に備えて
おく方法をローリングストック法と言います。

　

災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
市
で
は
各
種
の
災
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
防
災
対
策
は
行
政
の
力
だ
け
で
成
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

各
家
庭
で
情
報
収
集
や
備
蓄
な
ど
の
備
え
を
行
い
、
あ
ら
か
じ
め
取
る
べ
き
行
動
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
備
え
を
確
認
し
よ
う
！

「
特
別
警
報
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た

転がること、回転すること

備蓄食品を “ローリング”（回転）させながら
“ストック”（備蓄）すること

在庫品、蓄えておくこと

▶
集
中
豪
雨
で
増
水
し
た
相
模
川

問
危
機
管
理
課
☎（
２
３
５
）４
７
９
０

防災の日
９月１日は

始めよう！
ローリングストック法

防災行政無線などを用いた
全国一斉の緊急情報伝達試験

【ローリング】 +

【ローリングストック】

【ストック】

＝

放送
内容

▲豪雨時の市役所前
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ト
リ
ア
ー
ジ
っ
て
何
？

　

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
緊

急
治
療
が
必
要
な
傷
病
者
が
同
時
に

多
数
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
治
療
の
受
け
入
れ
態

勢
は
限
ら
れ
る
た
め
、
医
療
機
関
も

混
乱
を
き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
短

時
間
で
最
善
の
救
命
効
果
を
得
る
た

め
に
は
、
救
命
の
優
先
度
を
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

判
断
方
法
を
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
い

い
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
は
？

　

ト
リ
ア
ー
ジ
に
は
実
施
基
準
が
あ

り
、
病
気
や
け
が
の
緊
急
度
や
重
症

度
に
よ
っ
て
、
優
先
順
位
を
「
ト
リ

ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
」
で
分
類
し
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
っ
て
ど

ん
な
も
の
？

そ
の
色
分
け
の
内
容
は
？

　

ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
（
図
１
）

は
、
医
療
機
関
で
簡
易
カ
ル
テ
と
し

て
利
用
で
き
、
受
け
入
れ
患
者
数
や

傷
病
程
度
別
の
患
者
数
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
傷
病
者
の
状
態

に
よ
り
、
４
色
を
用
い
て
選
別
を
行

い
ま
す
。
４
色
の
内
訳
は
（
表
１
）

の
と
お
り
で
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
？

　

的
確
で
素
早
い
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行

う
こ
と
で
、
混
乱
の
中
で
も
、
医
療

機
関
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
傷
病
者
を
救
う

た
め
の
必
要
な
方
法
と
し
て
有
効
で

す
。

トリアージ・タッグは、状態に応じて
切り取って使用します。例えば上の写
真の場合は、識別色が「黄（Ⅱ）」に
なるため、優先順位第２位の「待機的
治療群（中等症群）」にあたります。

（図１）

（表１）

１人でも多くの傷病者を
救うため、災害時におけ
るトリアージにご理解と
ご協力をお願いします。

災
害
時
医
療
救
援
活
動
ト
リ
ア
ー
ジ

▶
圏
央
道
で
の
多
重
事
故
を
想
定
し
た
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
訓
練
で
行
わ
れ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
の
様
子

昨
年
の
総
合
防
災
訓
練
の
様
子

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
２
３
５
）７
８
８
０

防災の日
９月１日は

　10月20日㈰、大規模災害の発生を想定し、社家
小学校を会場とした〝総合防災訓練〟と、海老名
総合病院などを会場とした〝トリアージ訓練〟を
同日開催します。
　両訓練の詳細は、本誌10月１日号でお知らせし
ます。

総合防災訓練および
トリアージ訓練を実施

優先順位 分類 識別色 症状や状態など

第１ 最優先治療群
（重症群） 赤（Ⅰ） 生命を救うため、直ちに処置を必要とするもの。窒息、多量

の出血、ショックの危険のあるもの。

第２ 待機的治療群
（中等症群） 黄（Ⅱ） 多少治療の時間が遅れても、生命に危険がないもの。基本的

には、バイタルサイン（※）が安定しているもの。

第３ 保留群
（軽症群） 緑（Ⅲ） 上記以外の軽易な傷病で、ほとんど専門医の治療を必要とし

ないもの。

第４ 死亡群 黒（０） すでに死亡しているもの、または明らかに即死状態であり、
心肺蘇生を施しても蘇生可能性のないもの。
（※）バイタルサイン…一般的に脈拍、呼吸、血圧、体温の４つを指すことが多い



8広報えびな2013年9月1日号広報えびな2013年9月1日号9 8

　

消
防
団
は
、
そ
の
地
域
に｢
住
ん
で
い

る｣｢

働
い
て
い
る｣

人
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
市
町
村
の
消
防
機
関
で
す
。

　
各
自
で
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
、
消
火
活
動
や
救
助

活
動
だ
け
で
な
く
、
災
害

を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
火

災
予
防
活
動
や
防
災
啓
発

活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。地
元
の
情
報
や
地
理
に
詳
し
く
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
消
防
団
は
、
地
域
の

安
全
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
。
し
か
し
、
年
々
団
員
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
万
が
一
、
自
分
や
知
り
合
い
の
家
が
火

事
に
な
っ
た
時
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
。
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。
消
防
団
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
消
防
総
務
課
ま

た
は
お
近
く
の
消
防
分
団
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
規
模
な
地
震
が
、
私
た
ち
の
ま
ち
で

も
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
木

造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
補
助
制
度
や
防

災
ベ
ッ
ド
等
設
置
費
補
助
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
補
助
制
度
】

　

木
造
住
宅
の
耐
震
性
向
上
を
目
的
に
、

耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
を
し
た
方
へ
の
補

助
制
度
で
す
。

【
第
３
回
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会
】

▼
日
時
…
９
月
28
日
㈯
13
時
〜
17
時

▼
場
所
…
市
役
所
７
０
２
会
議
室　

▼
対

象
…
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確

認
を
受
け
、
建
築
工
事
に
着
手
し
た
２
階

建
以
下
の
在
来
工
法
に
よ
る
木
造
住
宅　

▼
定
員
…
15
人　

▼
費
用
…
無
料　

▼
申

し
込
み
…
９
月
２
日
㈪
〜
17
日
㈫
に
、
電

話
で
都
市
計
画
課
へ
。

【
防
災
ベ
ッ
ド
等
設
置
費
補
助
制
度
】

　

住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
に
比
べ
、
安
価

で
設
置
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
都
市

計
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

問
文
書
法
制
課
☎（
２
３
５
）４
５
４
２

市
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
２
３
５
）７
８
８
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

問
市
民
活
動
推
進
課
☎（
２
３
５
）４
５
６
８

「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後
」で
お
な
じ
み
の
上
野
千
鶴
子
講
演
会

男
女
共
学
で
地
域
力
を
つ
く
る
！

　
「
第
２
回
男
女
共
同
参
画
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
男
女
が
と
も
に
自
立
し
、
充

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
新
た
な
人
間
関
係
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
探

り
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
日
時　
10
月
５
日
㈯
10
時
〜
12
時
（
９
時
30
分
開
場
）

▼
会
場　
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
交
流
館
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

▼
定
員　
先
着
３
０
０
人

▼
講
師　
東
京
大
学
名
誉
教
授
・ 

上
野
千
鶴
子
氏
（
写
真
）

▼
そ
の
他　
２
歳
〜
就
学
前
の
託
児
（
予
約
制
・
先
着
10
人
）
あ
り
。

▼
申
し
込
み　
９
月
２
日
㈪
か
ら
、
電
話
で
市
民
活
動
推
進
課
へ
。

　
教
育
委
員
会
委
員（
以
下「
教
育
委
員
」）

の
１
人
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴

い
、
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
定
員　
１
人

▼
任
期　
25
年
12
月
の
任
命
さ
れ
た
日
か

ら
４
年
間
（
１
期
の
み
）。
な
お
、
委
員

は
市
議
会
第
４
回
定
例
会
で
同
意
を
得
た

上
で
決
定
し
、
市
長
が
任
命
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　
25
年
９
月
１
日
現
在
で
満

25
歳
以
上
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
市
内
在

住
の
方
で
、
教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
に

関
し
識
見
を
有
す
る
方
な
ど
。
な
お
、
学

校
管
理
や
教
育
行
政
な
ど
の
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他　
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
書
と
小
論
文
を
文
書
法
制
課
へ
提

出
。
１
次
審
査
合
格
者
に
個
別
面
接
を
行

い
ま
す
。
小
論
文
の
テ
ー
マ
、
応
募
の
詳

細
は
、
同
課
で
配
布
の
募
集
要
領
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
商
工
課
☎（
２
３
５
）４
８
４
３

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

技
能
功
労
者
・
優
良
事
業
所
な
ど

　

優
れ
た
技
能
を
有
す
る
技
能
者
や
優
良

な
事
業
所
な
ど
を
表
彰
す
る
た
め
、
技
能

者
お
よ
び
事
業
所
な
ど
の
推
薦
を
受
け
付

け
ま
す
。推
薦
基
準
な
ど
の
詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
ほ
か
、
商
工
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
け
付
け　
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
商
工

課
で
配
布
の
推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

自分たちのまちは
自分たちで守る
　「職場も消防団の活動に理
解を示してくれているので、
安心して活動ができます。入
団してからは今まで気になら
なかった消火栓の位置や、消
火栓の上に止まっている車な
どが気になるようになりまし
た。消防団の活動は、入団し
てみないとわからない部分が
多いと思います。自分にとっ
て消防団の活動は、無駄なこ
とが一つもありません。もし
迷っているのなら、思い切っ
て入団して欲しいと思います」
　ことし４月に第15分団（本
郷地区）に入団した濱田哲郎
さん（26）。曽祖父・祖父・父
から続く、親子４代の消防団
員です。７月14日に行われた
市消防操法大会には、３番員
として出場しました。

問
消
防
総
務
課
☎（
２
３
１
）０
３
５
５

問
都
市
計
画
課

☎（
２
３
５
）９
３
９
２

自
分
た
ち
の
手
で
ま
ち
を
守
ろ
う

消
防
団
員
募
集
中
！

災
害
か
ら
家
族
を

守
る
た
め
に

消防団の日頃の訓練成果を競う
「市消防操法大会」

団員の素顔

第15分団
濱田哲郎さん

　
う
つ
病
や
不
眠
、
多
量
の
飲
酒
な
ど
は

自
殺
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
自

殺
未
遂
者
は
自
殺
者
の
10
倍
い
る
、
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
悩

み
を
抱
え
て
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
た

ら
、
ぜ
ひ
優
し
く
声
を
掛
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
予
防
期
間
中
、
市
役
所
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
自
殺
予
防
対
策

に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

市の自殺予防対策キャラクター
「ここいちくん」©岡戸雅樹



問
環
境
み
ど
り
課
☎（
２
３
５
）４
９
１
２

問
農
政
課
☎（
２
３
５
）４
８
４
４

問
環
境
み
ど
り
課
☎（
２
３
５
）４
９
１
３

問
資
源
対
策
課
☎（
２
３
５
）４
９
２
３

第
３
回
え
び
な
環
境
大
賞
を
募
集

児
童
体
験
農
業
研
修
に
参
加
し
よ
う
‼

校
章
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

〝
森
の
楽
校
〞
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
制
度

　
楽
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
校
章
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。作
成
し
た
校
章
は
、

楽
校
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ　
森
の
楽
校
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
緑
や
水
、
花
な
ど
を
基
調
と
し
た
デ
ザ

イ
ン

▼
題
材　
森
、
並
木
、
花
壇
な
ど
の
身
近

な
も
の

▼
規
格　
直
径
10
㌢
の
枠
内
に
収
ま
る
も

の▼
募
集
期
間　
９
月
２
日
㈪
〜
10
月
４
日

㈮▼
そ
の
他　
応
募
は
１
人
１
点
。
自
作
で

未
発
表
の
も
の
。応
募
作
品
は
返
却
不
可
。

　
市
内
農
家
で
農
作
業
の
手
伝
い
な
ど
を

２
人
１
組
で
行
う
児
童
体
験
農
業
研
修
で

す
。友
達
同
士
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

▼
日
時　
10
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰
の
い
ず

れ
か
１
日

▼
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
５
〜
６
年

生
で
、
10
月
６
日
㈰
９
時
か
ら
の
説
明
会

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
森
の
楽
校
に
帰

属
し
ま
す
。
な
お
、
入
賞
者
に
は
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
〈
紙
の
場
合
〉
環
境
み
ど

り
課
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
の
応
募
用
紙
ま
た
は

Ａ
４
判
の
用
紙
、　
〈
電
子
デ
ー
タ
の
場

合
〉
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
や
Ｇ
Ｉ
Ｆ
な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
標
準
機
能
で
読
み
込
め
る
形

式
で
保
存
し
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
環
境
み
ど
り
課
（
〒
２
４

３-

０
４
９
２
勝
瀬
１
７
５-

１
）
へ
。

に
参
加
で
き
る
方

▼
定
員　
15
組
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）　

▼
費
用　
無
料
（
保
護
者
の
送
迎
が
必
要

で
す
）

▼
申
し
込
み　
９
月
17
日
㈫
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
農
政
課
（
〒
２
４
３-

０
４
９
２
勝
瀬
１
７
５-

１
）
へ
。

　

環
境
配
慮
活
動
の
普
及
促
進
を
目
指

し
、
環
境
活
動
に
取
り
組
む
個
人
、
事
業

所
、団
体
な
ど
を
対
象
に
、こ
と
し
も
「
え

び
な
環
境
大
賞
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

ま
た
は
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す

る
団
体
な
ど

▼
対
象
と
な
る
活
動　
①
省
資
源
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
地
球
温
暖
化
に
配
慮
し
た

活
動　
②
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進

す
る
活
動　
③
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組

み
や
製
品
製
造　
④
資
源
の
循
環
型
社
会

形
成
お
よ
び
環
境
美
化
に
関
す
る
活
動　

⑤
自
然
環
境
保
全
の
活
動

▼
そ
の
他　
大
賞
・
準
大
賞
・
奨
励
賞
を

決
定
し
、
11
月
23
日
㈯
㈷
に
表
彰
式
を
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
受
賞
が
決
定
し
た
活

動
事
例
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
９
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
環

境
み
ど
り
課
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
事
業
所
が
生

ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
場
合
に
、
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
多
く
は
生
ご
み
で
、

に
お
い
の
発
生
や
動
物
に
荒
ら
さ
れ
る
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
処
理
機
を

使
う
と
、
電
動
式
乾
燥
型
の
場
合
、
生
ご

み
が
約
５
分
の
１
に
減
り
ま
す
。
生
ご
み

処
理
機
を
使
用
す
る
家
庭
が
増
え
る
こ
と

で
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
排
出
量
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
活
動
内
容
な
ど
が

わ
か
る
資
料
な
ど
を
添
付
し
て
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
同
課
（
〒
２
４
３-

０
４
９

２
勝
瀬
１
７
５-

１
）
へ
。
郵
送
の
場
合

は
、
28
日
㈯
消
印
有
効
。
窓
口
受
け
付
け

は
、
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
で
す
。

青空市出店者会ナシのもぎ取り

▶日時　９月８日㈰９時～12時（収穫物が
なくなり次第終了）　※少雨決行
▶会場　下今泉四丁目103番地の畑（地図参
照・ＪＲ相模線海老名駅・入谷駅から徒歩
約20分・会場周辺にのぼり旗を掲示）
▶その他　もぎ取りは多少汚れてもよい服
装で。もぎ取った収穫物は廉価で販売しま
す。また、駐車場はありません。徒歩また
は公共交通機関でご来場ください。

問農政課☎（235）4844

生ごみ処理機設置費補助金制度

種　類
補助台数
 １世帯
 １事業所

補助率・限度額

電動式
（乾燥型、消滅型）
※ディスポーザーを除く
※家庭用電源対応

１台 購入額の４分の３
（限度額５万円）

非電動式
（コンポスト、ＥＭ容器、
手動式）

２台 
まで

購入額の10分の９
（１台につき
限度額５千円）

皆さんの応募
　待ってま～す

生ごみ処理機

事前の申し込みが必要です!!
　補助を希望の方は、購入前の申
し込みが必要です。必ず購入前に
資源対策課までご連絡を。購入し
た後で補助を受けることはできま
せん。なお、この制度は予算がな
くなり次第終了します。

も
の
。応
募
作
品
は
返
却
不
可
。

昨
年
の
環
境
大
賞
受
賞
者

10広報えびな2013年9月1日号広報えびな2013年9月1日号11



12広報えびな2013年9月1日号広報えびな2013年9月1日号13

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
２
３
５
）４
９
２
７

薨（
２
３
３
）９
１
１
８

問
高
齢
介
護
課
☎（
２
３
５
）４
９
５
０

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎（
２
３
７
）３
０
０
１

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
２
３
５
）４
７
９
７

薨（
２
３
３
）９
１
１
８

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
２
３
５
）４
９
２
７

【
第
８
回
え
び
な
玉
入
れ
選
手
権
大
会（
午

前
）】

▼
部
門　

①
一
般　

②
ジ
ュ
ニ
ア　

③

フ
ァ
ミ
リ
ー　
④
レ
デ
ィ
ー
ス　
⑤
シ
ニ

ア▼
か
ご
高　
①
３・５
㍍　
②
③
④
⑤
２・

８
㍍

▼
対
象　
①
な
し　
②
小
学
生
ま
で　
③

小
学
生
以
下
２
人
以
上　
④
女
性
の
み
・

年
齢
制
限
な
し　
⑤
60
歳
以
上

▼
募
集
数　
先
着
２
０
０
チ
ー
ム
（
内
訳

＝
①
50　
②
60　
③
50　
④
20　
⑤
20
）

▼
構
成　
各
部
門
１
チ
ー
ム
６
人
（
登
録

は
８
人
以
内
・
１
人
２
部
門
ま
で
）

●
日
に
ち　
10
月
14
日
㈪
㈷　

●
時　
間　
９
時
〜
16
時

●
会　
場　
海
老
名
運
動
公
園

▼
費
用　
①
③
④
⑤
１
０
０
０
円　
②
５

０
０
円

【
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
午
前・

午
後
）】

▼
構
成
・
募
集
数　
中
学
生
以
上
で
11
人

以
内
（
男
女
混
合
可
）・
10
チ
ー
ム
程
度

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
午
後
）】

▼
構
成
・
募
集
人
員　
１
チ
ー
ム
５
〜

６
人
・
15
チ
ー
ム
程
度
（
女
子
・
混
合
部

門
合
わ
せ
て
）

●
申
し
込
み　
各
大
会
と
も
９
月
17

日
㈫
ま
で
に
、
チ
ー
ム
名
・
代
表
者

の
氏
名・電
話
番
号
を
、
電
話・フ
ァ

ク
ス
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
直

接
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結

果
は
代
表
者
に
通
知
し
ま
す
。

「
第
15
回
海
老
名
市
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

▼
日
に
ち　
10
月
27
日
㈰　
※
雨
天
決
行

（
荒
天
時
は
中
止
の
場
合
あ
り
）

▼
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方
・
先
着
２
５
０
０
人

▼
費
用　
１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
上
、

中
学
生
は
５
０
０
円
、
小
学
４
〜
６
年
は

２
０
０
円
。
小
学
３
年
以
下
は
無
料
）

▼
表
彰　
各
部
門
３
位
ま
で
表
彰
。ま
た
、

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
完
走
者
に
は

完
走
証
を
当
日
発
行
し
ま
す

▼
申
し
込
み　
９
月
２
日
㈪
か
ら
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
・
海
老
名
運
動
公
園
総
合
体

育
館・北
部
公
園
体
育
館
で
配
布（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
同

課
ま
た
は
同
両
体
育
館
へ
提
出
。
フ
ァ
ク

ス
な
ど
は
不
可
。９
月
27
日
㈮
締
め
切
り
。

「
高
齢
者
生
き
が
い
教
室
」

「
第
８
回
え
び
な
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

【
①
親
子
ふ
れ
あ
い
将
棋
教
室
】

▼
日
時　
10
月
６
日
㈰
９
時
20
分
〜
11
時

30
分
（
受
け
付
け
は
９
時
か
ら
）

▼
会
場　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

▼
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
・
50
組
１
０
０
人

▼
内
容　
講
演
、ル
ー
ル
や
戦
法
の
解
説
、

親
子
対
局
、
親
子
ペ
ア
対
局
な
ど

▼
講
師　
日
本
将
棋
連
盟
・
北
浜
健
介
八

段
、
井
道
千
尋
女
流
初
段
・
高
野
悟
志
指

導
棋
士
四
段
ほ
か

▼
費
用　
１
組
５
０
０
円

▼
そ
の
他　
参
加
賞
と
し
て
同
教
室
で
使

用
し
た
将
棋
盤
と
駒
を
進
呈

【
②
え
び
な
っ
子
将
棋
名
人
戦
】

▼
日
時　
10
月
６
日
㈰
12
時
50
分
〜
16
時

（
受
け
付
け
は
12
時
30
分
か
ら
）

▼
会
場　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

▼
部
門　

①
小
学
生
（
低
学
年
）　

②
小

学
生
（
高
学
年
）　
③
中
学
生

▼
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
・
①
②
＝
約
80
人　
③
約
50
人

▼
表
彰　
各
部
門
３
位
ま
で
表
彰
（
３
位

は
２
人
。
賞
状
・
記
念
品
を
進
呈
）

▼
費
用　
無
料

▼
そ
の
他　
審
判
長
は
日
本
将
棋
連
盟
・

北
浜
健
介
八
段
。
当
日
は
プ
ロ
棋
士
、
指

導
棋
士
た
ち
と
多
面
指
し
な
ど
を
予
定
。

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
進
呈
。

【
①
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室
】

　

複
式
呼
吸
と
胸
式
呼
吸
で
矢
を
飛
ば

す
、健
康
増
進
に
効
果
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▼
日
時　
９
月
24
日
〜
10
月
29
日
の
毎
週

㈫
10
時
〜
12
時
（
10
月
15
日
は
休
み
）

▼
会
場　
総
合
福
祉
会
館

▼
講
師　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
協
会
指

導
員
・
郷
上
恵
三
氏

▼
費
用　
１
０
０
０
円

▼
定
員　
20
人

▼
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
②
中
国
語
入
門
教
室
】

　
初
心
者
対
象
で
、
中
国
の
簡
単
な
日
常

会
話
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時　
９
月
20
日
〜
11
月
１
日
の
毎
週

㈮
10
時
〜
12
時

▼
会
場　
高
齢
者
生
き
が
い
会
館

▼
講
師　
徐  

菲
莉（
じ
ょ
ふ
ぇ
い
り
）氏

▼
費
用　
１
２
６
０
円
（
教
科
書
代
）

▼
定
員　
15
人

▼
持
ち
物　
筆
記
用
具

「
親
子
ふ
れ
あ
い
将
棋
教
室
」

「
え
び
な
っ
子
将
棋
名
人
戦
」

◎距離・部門・制限時間◎ 

距離
部　門 スタート 制限

時間種目 対象年齢 場所 時間

６㌔ 一般男子
一般女子

高校生～29歳

海老名
中央公園 ９時05分 40分

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

３㌔

中学生 男子・女子

消防署
前

９時45分 25分一般男子
一般女子

高校生～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

２㌔
小学生

４年生（男子・女子）

10時10分 20分
５年生（男子・女子）

６年生（男子・女子）

フリー 中学生以上（男子・女子）

１㌔ 親子
子ども小学３年生以下男子 10時30分

20分
子ども小学３年生以下女子 10時50分

参加者
募集

参加者
募集

参加者
募集

参加者
募集

※ゴールはすべて市役所です

※
①
②
共
通
事
項

▼
申
し
込
み　

は
が
き
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
催
し
名
（
両
方
参
加
可
）・

住
所
・
氏
名
（
将
棋
教
室
は
親
子
と
も
）・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課（
〒
２
４
３-

０
４
９
２
勝
瀬
１

７
５-

１
）へ
。電
話
は
９
月
13
日
㈮
ま
で
、

は
が
き・フ
ァ
ク
ス
は
９
月
15
日
㈰
必
着
。

※
①
②
共
通
事
項

▼
対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、

全
日
程
参
加
で
き
る
方
（
初
め
て
の
方

優
先
）

▼
申
し
込
み　
往
復
は
が
き
（
１
人
１

枚
に
限
る
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
２
４

３-

０
４
１
０
杉
久
保
北
２-

３-

４

高
齢
者
生
き
が
い
会
館
「
○
○
教
室
」

係
へ
。
９
月
10
日
㈫
必
着
。
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世
界
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
大
切

だ
と
感
じ
た
こ
と
は
？

　

い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
話
を
聞
い
て
、

募
金
活
動
や
キ
ャ
ッ
プ
集
め
も
大
事

だ
け
れ
ど
、
周
り
の
人
に
世
界
の
現

状
を
伝
え
て
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
く
前
は
、
自

分
と
国
連
は
遠
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
の
達
成
状
況
な
ど
を
聞
い
た
ら
、

自
分
に
も
関
係
し
て
い
る
部
分
が

あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
が
少
し
ず
つ

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
も
達
成
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
は
幸
せ
な
ん
だ
と

感
じ
た
？

　

感
じ
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
ご
飯
も
清
潔
で

蛇
口
か
ら
は
水
も
出
る

し
、
ト
イ
レ
も
水
洗
で

す
。
だ
け
ど
、
世
界
に

は
特
に
衛
生
面
で
戸

惑
っ
て
し
ま
う
場
面
が

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
改
め
て
私
た

ち
に
と
っ
て
当
た
り
前

の
こ
と
で
も
、
そ
れ
が

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
人

た
ち
が
、
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
は
、
医
療
関
係
の
仕
事

に
つ
く
こ
と
と
、
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
話
し
て
く
れ
た
橋
場
さ
ん
。
今
後

も
、
学
校
の
文
化
祭
な
ど
で
の
発
表

が
控
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
緒
に

研
修
に
参
加
し
た
仲
間
の
大
使
た
ち

と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
や
メ
ー

ル
で
の
や
り
と
り
で
交
流
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
で
い
る
た
め
に
、
こ
の
経
験

を
糧
に
海
老
名
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た

い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

貧
困
を
な
く
す
た
め
に

　
　
　

 

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

〜 

２
０
１
３
年
度
少
年
少
女
国
連
大
使
・
橋
場
優
香
さ
ん 

〜

橋場優香さん

ＪＣＩ…国際青年会議所。各国の
青年会議所と連携し、世界を舞台
にさまざまな活動を展開。

　

２
０
１
５
年
ま
で
に
世
界
の
貧
困

を
半
減
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
指
す
、

国
連
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」

を
学
び
、啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

日
本
青
年
会
議
所
（
※
）
の
主
催
で

派
遣
さ
れ
て
い
る
少
年
少
女
国
連
大

使
。
２
０
１
３
年
度
の
大
使
に
は
全

国
か
ら
21
人
の
中
学
生
が
選
ば
れ
、

海
老
名
か
ら
も
下
今
泉
在
住
の
橋
場

優
香
さ
ん
（
13
）
が
、
大
使
の
一
員

と
し
て
、
７
月
22
日
〜
28
日
の
間

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。
大
使
と
し
て
国
連
本
部
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
橋
場
さ

ん
に
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

※
日
本
青
年
会
議
所（
Ｊ
Ｃ
）
…
青
年

の
真

な
情
熱
を
結
集
し
、
社
会
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
団

体
。
20
〜
40
歳
の
年
齢
制
限
あ
り
。

国
連
本
部
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
し
た
内
容
は
？

　

私
た
ち
は
５
人
の
班
で
、
特
に
マ

ラ
リ
ア
や
エ
イ
ズ
な
ど
の
医
療
関
係

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
病
院
が

少
な
い
こ
と
、
薬
が
い
き
渡
っ
て
い

な
い
こ
と
、
医
者
の
数
が
少
な
い
こ

と
の
３
点
を
大
き
な
原
因
と
し
て
あ

げ
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
保
健
活

動
や
土
地
の
開
拓
、
人
材
派
遣
な
ど

を
す
る
こ
と
で
、
幸
せ
な
人
が
増
え

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
た
て
て
発
表
し
ま
し
た
。

一
番
驚
い
た
こ
と
は
？

　

同
じ
大
使
と
し
て
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

か
ら
来
た
二
人
は
、
実
際
に
マ
ラ
リ

ア
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

す
。
マ
ラ
リ
ア
は
強
い
病
気
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
薬
を
手
に
入

れ
ら
れ
た
の
で
２
日
で
治
っ
た
と
聞

き
、
驚
き
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
国
連
本
部
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
が
厳
し
い
こ
と
に
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
建
造
物
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
い
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

プレゼンテーション中の様子

内野市長にニューヨーク研修の報告をする橋場さんと
塩脇理事長（左）、梅田専務理事（右）

2013年度の少年少女国連大使。
ニューヨークの国連本部にて。

　
国
連
本
部
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
現
地
で
聞
い
た
、
海
老

名
青
年
会
議
所
の
塩
脇
理
事
長
と

梅
田
専
務
理
事
に
聞
き
ま
し
た
。

◆ 

塩
脇
理
事
長

　

若
い
う
ち
に
世
界
を
見
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
２
０
１

５
年
ま
で
の
目
標
達
成
に
向
け
、
青
年

会
議
所
も
社
会
人
と
し
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
、
子
ど
も
達
が
感
じ
て
き
た
こ

と
は
大
人
も
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
発
展
途
上
国
で
は
、
上
下

水
道
も
揃
っ
て
い
な
い
し
、
女
性
が
大

事
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
出
産
環
境

も
ひ
ど
い
そ
う
で
す
。
女
性
を
ど
う

守
っ
て
い
く
か
が
、
大
人
と
し
て
の
最

大
の
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
必
要
不

可
欠
で
す
が
、
教
育
も
重
要
な
テ
ー
マ

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◆ 

梅
田
専
務
理
事

　

大
使
た
ち
の
発
表
は
堂
々
と
し
た
も

の
で
、
会
場
は
総
立
ち
の
拍
手
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
橋
場
さ
ん
は
、
応
募

選
考
時
の
作
文
で
も
立
派
な
も
の
を
書

い
て
い
た
の
で
、
今
回
の
大
使
に
も
自

信
を
持
っ
て
推
薦
で
き
ま
し
た
。
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災害時にデータ放送などの文字情
報により、市民の皆さんに迅速・
的確に災害情報などを伝えること
を目的とし、㈱ジェイコムイース
トとの
間で災
害協定
を締結
しまし
た。

えび盆 風鈴市

市民まつり

フ オトピツクス
海老名の熱い夏イベント！
７月27日に「相模国分寺風鈴市」と「え
びな盆踊りフェスティバル」、28日に
「えびな市民まつり」が行われました。
多くの皆さんに来場していただき、盛
大に開催するこ
とができました。

夏休みの子どもたち
一日図書館員に挑戦した
り、森でカブトムシを捕っ
たり。夏休みの思い出にな
りました。

みんなでラジオ体操
海老名運動公園陸上競技場で、NHKラジ
オの「夏期巡回ラジオ体操 みんなの体操
会」が行われ、約2,500人が参加しました。

平和のつどい2013
８月15日、えびな市民活動センター交流館で
「地球のステージ　海老名特別版」を開催、
200人が来場しました。

市民の安全のために ご寄付ありがとう

まごころ基金へ
カラオケスタジオカナリ
ヤの里／21万5,951円

環境基金へ
㈱タズミ／50万円

一日図書館員

情報

記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

▼  お知らせ  ▼

温故館の臨時休館
問温故館☎(233)4028

　９月９日㈪、定期清掃のため
温故館は臨時休館します。

かしわ台あおぞら保育園の
定員が増えます
問子育て支援課☎(235)4824

　園内の増改築工事完了に伴
い、認可保育所・かしわ台あお
ぞら保育園（柏ケ谷555-6かし
わ台スクエア内）の定員が、11
月以降、45人から60人に増員さ
れます。

屋外広告物の設置時には
申請が必要です
問住宅公園課☎(235)9606

　屋外に掲出する広告板などに
は、高さや面積、表示位置など
の基準があり、設置時には事前
に条例に基づいた許可が必要で
す。良好な景観を守るため、ご
協力をお願いします。
　基準などの詳細は、住宅公園
課へお問い合わせください。

ごみ・資源の飛散防止に
ご協力ください
問資源対策課☎(235)4922

　ごみや資源物が風で飛び散ら
ないように、各集積所で工夫し
てごみを出すよう、ご協力をお
願いします。

小中学校の教室を一般開放しています
～社家小学校は10月から開始～ 問  教育総務課☎(235)4917

　市教育委員会では、小中学校
の特定教室を右表のとおり一般
開放しています。10月からは、
社家小学校の家庭科室も開放し
ます。開放は、原則として学校
が使用しない日・時間帯に限り
ます。なお、事前に団体登録が
必要となります。詳細は、教育
総務課へ問い合わせまたは市
ホームページをご覧ください。
対市内で活動し、市内在住・
在勤・在学の方が半数以上の
団体

学校名 開放する教室

柏ケ谷小 教室

上星小 教室

東柏ケ谷小 特別活動室・音楽室・
ランチルーム

今泉中 視聴覚室

海老名小 図工室・音楽室

有鹿小 プレイルーム・木工室

社家小 家庭科室

サークル活動などの場としてご利用ください

住宅・土地統計調査にご協力を
問ＩＴ推進課☎(235)4698

　この調査は、総務省が行う住
宅・土地に関する全国的な調査
で、市内では約3,000世帯が対
象となります。今回の調査では、
近年多様化している居住環境や
住宅性能（耐震性・省エネ性）
などの実態を明らかにすること
を目的にしています。
　調査対象になった世帯には、
９月上旬に県知事が任命した調
査員が「調査のお知らせ」を配
布しますので、皆さんのご協力
をお願いします。

事業系廃棄物は
自己責任で適正処理を
問資源対策課☎(235)4922

　店舗・会社などの事業所から
発生する廃棄物は、「廃棄物の
処理及び清掃に関する法律」に
基づき、自らの責任において適
正な処理を行うこととなってい
ます。市では収集を行っていま
せんので、各事業所で対応して
ください。
　事業所の廃棄物には、〝弁当
の空き容器〟や〝食べ残し・茶
がら〟なども含まれます。地域
のごみ集積所などには、絶対に
出さないようにしてください。

自動交付機休止
問窓口サービス課☎(235)4869

　９月24日㈫19時から、保守点
検作業のため、市庁舎南側入口
前に設置の自動交付機は利用で
きません。

全国一斉！
法務局休日相談所を開設
問横浜地方法務局厚木支局
　 ☎(224)3163

　法務局職員、人権擁護委員が
登記、人権、戸籍などに関する
相談に無料で応じます。秘密厳
守。日10月６日㈰10時～16時（受
け付けは15時まで）場法務局厚
木支局（厚木市寿町3-5-1）

▼  募　　集  ▼

お掃除セミナー
「手早くすませる掃除のコツと
季節のお掃除」
問地域自治推進課☎(235)4567

　掃除を手早く済ますコツや、
この季節にやっておきたい掃除
について学びます。
日９月18日㈬14時～16時場市役
所701会議室対市内在住の方定
先着40人講ライオン㈱ハウス
ホールド事業部・杉本美穂氏費
無料申９月２日㈪から、電話で
地域自治推進課（２階）へ。
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情報

記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

▼  募　　集  ▼

～パブリックコメント～
えびな市民活動センター
設置条例の一部改正
問市民活動推進課☎(235)4794
　 　　　　　　　薨(233)9118

　「えびな市民活動センター設
置条例の一部改正」に関する意
見を募集します。なお、資料は
市民活動推進課窓口で配布（市
ホームページからダウンロード
可）しています。
期９月２日㈪～17日㈫（平日の
み）他匿名や電話での応募はで
きません。
▶提出方法　意見書（任意様式）
を持参、郵送、またはファクス
で同課へ。市ホームページ受け
付けフォームからも可。

海老名市手話入門講習会
（全20回）
問障がい福祉課☎(235)4813

日10月３日～26年２月27日の毎
週㈭10時～12時（12月26日㈭・
１月２日㈭除く）場市役所７階
会議室対市内在住で手話未経験
の方定25人（応募多数の場合は
抽選）費1,200円（テキスト代）
申９月17日㈫までに、直接また
は電話で障がい福祉課へ。

障がい者チャレンジ事業
「チャレンジ・フラダンス」
問障がい福祉課☎(235)4813

日９月20日㈮・10月４日㈮13時
30分～15時30分場わかば会館３
階体育館対市内在住の障がいの
ある方（車いす可）定先着15人
内フラダンスサークルの方によ
る指導費無料持タオル、飲み物
申９月２日㈪から、電話で地域
活動支援センター結夢（☎235・
2704）へ。

くらしのセミナー
「海老名市の防災対策について学ぼう」
問地域自治推進課☎(235)4793

日９月26日㈭14時～16時場市役
所703会議室内防災備蓄倉庫の
見学、防災対策についての講義
対市内在住・在勤の方定先着40
人講市危機管理課職員持筆記用
具費無料他非常食の配食、炊き
出し体験もできます。申９月９
日㈪から、直接または電話で地
域自治推進課へ。

市営住宅運営審議会委員
問住宅公園課☎(235)9604

対市内在住の20歳以上（25年11
月21日時点）で、次の①～④す
べてに該当する方　①市営住宅
運営に発展的な意見を持ってい
る　②年２回、平日開催の会に
出席できる　③公職についてい
ない　④成年被後見人、被保佐
人、被補助人でない定１人期11
月21日～27年11月20日申住宅公
園課で配布（市ホームページか
らダウンロード可）の応募用紙
に「これからの市営住宅に求め
ること」についての小論文（800
字程度）を添え、直接または郵
送で同課へ。９月20日㈮締め切
り。他結果は全員に通知。応募
書類は返却しません。

史跡散策「海老名を歩く」
その１～古代編～
問教育総務課☎(235)4925

　市内の史跡を巡る全４回シ
リーズ。初回は、史跡相模国分
寺跡を中心に古代の史跡を歩き
ます。
日10月５日㈯９時～12時（８時
50分集合）定先着40人（小学生
以下が参加の場合は保護者同
伴）費無料主海老名ガイド協会・
市教育委員会（共催）申９月２
日㈪から、直接または電話で教
育総務課へ。９月30日㈪締め切り。
▶コース　海老名中央公園（集
合）→史跡相模国分寺跡→大ケ
ヤキ→国分寺→逆川記念碑→龍
峰寺→弥生神社→史跡相模国分
尼寺跡→海老名中央公園(解散)

教育セミナー
不登校支援に関する講演会
問教育支援教室☎(232)1011

日10月19日㈯10時～12時場教育
支援教室（中央図書館３階）対
市内在住・在勤で子どもの教育
に関心のある方定先着20人内子
どもの心情変化と登校支援の方
法～待ち方・促し方のコツ～講
埼玉県立大学・大学院教授・東　
宏行氏費無料申９月２日㈪か
ら、直接または電話で教育支援
教室へ（受付時間：平日９時～
17時）。

食生活改善推進団体えびな会主催
「大好きおやつ講座」
問健康づくり課☎(235)7880

日10月8日㈫10時～12時30分（受
け付けは９時45分から）場保
健相談センター対子育て中の保
護者定30人（事前予約制）内子
どものおやつ作りと試食費無料
持エプロン・三角巾（バンダナ
可）・布巾･手ふきタオル・筆記
用具他１歳以上の託児あり（要
予約・若干名）申９月２日㈪か
ら、直接または電話で健康づく
り課へ。

【訂正】本誌８月15日号13ページに掲載した「生きがい発見塾　第２回体験
ツアー　コーラス教室」の記事中に誤りがありました。正しくは以下のとお
りです。お詫びして訂正します。
［誤］男性コーラス、女性コーラス　⇒　［正］男声コーラス、女声コーラス

今月の納税・納付
〈納期限９月30日㈪〉

◆固定資産・都市計画税［３期］
◆国民健康保険税［４期］
◆市営住宅使用料［９月分］
◆保育所保育料［９月分］
◆介護保険料［４期］
◆後期高齢者医療保険料［３期］
◆小学校給食費［５期］

納付は、口座振替が便利です。

介護者教室
～認知症ほっとタイム～
専門医に聞いてみよう
問 海老名東地域包括支援センター
  ☎(292)1411

　地域の専門医が、認知症の病
状、治療、服薬、日常の対応方
法を教えます。
日10月３日㈭13時30分～15時30
分（受け付けは13時から）場柏
ケ谷コミセン２階学習室対介護
をしている方、関心のある方定
30人講たなかクリニック院長・
田中千彦氏申９月２日㈪から、
電話で海老名東地域包括支援セ
ンターへ。

平成25年度合同就職説明会
「就活in海老名」参加企業
問海老名商工会議所 ☎(231)5865

薨(231)0225

　詳細は、海老名商工会議所
にお問い合わせください。
日11月12日 ㈫13時 ～17時（ 受
け付けは12時30分から）場ザ・
ウィングス海老名定30社費無
料申同会議所ホームページ「合
同就職説明会」から申し込み
フォームをダウンロードし、
９月27日㈮までに、ファクス
で同会議所へ。

有馬文学講座
「探検、海老名の歴史（全３回）」
問有馬図書館☎(238)4646

　過去の海老名の風土や、人々
の暮らしぶりなど、一般の住民
の姿に焦点をあて、その意識や
生活の移り変わりをたどります。
日10月１日㈫・８日㈫・15日㈫
13時30分～15時30分場門沢橋コ
ミセン学習室対市内在住・在勤
の方定30人（３回出席可能な方
優先）講社会教育指導員・片山
兵衛氏申９月４日㈬から、直接
または電話で有馬図書館へ。

▼  催　　し  ▼

海老名スタードーム
プラネタリウム一般投影
問教育指導課☎(235)4919

　「秋の星座」などの一般投影
を実施します。入場無料。直接
会場へ。
日９月14日㈯・15日㈰13時～、
14時～、15時～場中央図書館４
階定各回先着80人費無料他投影
時間は約30分、投影開始30分前
から受け付け開始。

有馬図書館「定例映画会」
問有馬図書館☎(238)4646

入場無料。直接会場へ。
日①９月14日㈯10時30分～10
時54分②９月21日㈯10時30分
～10時55分場有馬図書館多目
的室対小学生以上内①「にじ
いろのさかな～ぼうけん編」
②「スプーンおばさんVOL.1 
7話8話9話」

市総体卓球の部
問文化スポーツ課☎(235)4927

日10月20日㈰９時から場海老名
運動公園総合体育館対市内在
住・在勤・在学・市協会登録の
方費200円他実年齢より若年へ
の参加可能申住所・氏名・年齢・
電話番号・希望する区分（下記
参照）を記入し、ファクスで市
卓球協会・井出（薨231・6935）
へ。10月９日㈬締め切り。
【男女別・年齢別シングルス戦】

① 30歳未満 ⑤ 60～69歳
② 30～39歳 ⑥ 70～79歳
③ 40～49歳 ⑦ 80歳以上
④ 50～59歳 （25年10月１日現在）



編 集 後 記
●人　口
　　　128,974人
　　男：64,868人
　　女：64,106人
●世帯数
　　　52,137世帯
　（平成25年８月1日現在）

☎0180-994-050
問危機管理課☎(235)4501

一般加入電話および
携帯電話から

防災行政無線放送
音声ガイド

　エビレンジャーも紹介している、ローリング
ストック。私も非常食は以前から用意していま
したが、気が付くと賞味期限が切れていて、慌
てて買い替えていました。常備するだけでなく、
日常的に消費→購入を繰り返すことで、常に新
しい状態で備蓄できますね。まだ実践していな
い方、やるなら「今でしょ！」（ま）

【①②共通事項】
▶定　員…先着20人
▶費　用…1,000円（バス代および製菓材料費として）
▶その他…雨天時は行程が一部変更になります。収
穫したラッカセイ、サツマイモは廉価で販売します。
▶申し込み…９月２日㈪から、電話または直接、市
観光協会へ。

　海老名の秋の味覚を楽しむ、体験型観
光バスツアーです。パティシエの指導の
もと、収穫したものを材料にしてお菓子
を作ります。ツアー終了後、アンケート
にご協力をお願いします。ぜひご参加く
ださい！

秋の味覚狩りとお菓子作りツアー
参加者を募集します

問市観光協会☎（234）0151
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便利です！
「えびなメールサービス」
登録はpsc2.i@fofa.jpあてに空メールを送信。
詳しくは市ホームページまたは
IＴ推進課へ。
問 IＴ推進課☎(235)4715

広報の文字が見えにくい方にお送り
します。
問障がい福祉課☎(235)4813

広報えびな　点字・音声版

海老名
の秋を

楽しも
う！

①【ラッカセイの掘り取りとお菓子作り】
▶日　時…９月29日㈰
　　　　　８時30分～12時（予定）
▶会　場…［収穫］中新田５-3054 ･ 3055の畑
　　　　　［お菓子作り］食の創造館

②【サツマイモの掘り取りとお菓子作り】
▶日　時…10月20日㈰
　　　　　８時30分～12時（予定）
▶会　場…［収穫］大谷４-4382の畑
　　　　　［お菓子作り］えびな市民活動センター
  　　　　交流館

集合・解散は
e-CAT


